
― 111 ―

富山大学における学校インターンシップ事業の成果と課題

富山大学における学校インターンシップ事業の成果と課題
―2020年度実施アンケート調査をてがかりとして―

武田　裕司1・多賀　秀紀1・小川　　亮2・小林　　真1・澤　　聡美1・
隅　　　敦1・増田　美奈1・水内　豊和1・宮　　一志1・安井　俊夫2・和田　充紀1

The Achievement and Problems of School Internship
in University of TOYAMA

―Analysis Using Questionnaire survey in 2020―

Yuji TAKEDA, Hidenori TAGA, Ryo OGAWA, Makoto KOBAYASHI, Satomi SAWA, 
Atsushi SUMI, Mina MASUDA, Toyokazu MIZUUCHI, Kazushi MIYA, Toshio YASUI, 

Miki WADA

[摘要]
本稿は，富山大学人間発達科学部における開講科目である「学校インターンシップ」（以下，本講義）について，2020

（令和2）年度の取り組みを報告するものである。これまでに本講義を受講した学生の多くが教員として採用されており，
本講義における学生へのサポート体制や，教育委員会・実習校との連携が，学生へ学びの場を提供すると共に，地域に
根ざした教員を育成することにも寄与していると言える。
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Ⅰ　はじめに

本稿は，富山大学人間発達科学部における開講科
目である「学校インターンシップ」（以下，本講義）
について，2020（令和 2）年度の取り組みを報告す
るものである。2021（令和 3）年度で 17 年目とな
る本講義は，教職に就くことを希望する学生が学
校の教師の仕事を具体的に理解することを目指し，
2006（平成 18）年に「学級担任論」を前身として
始まった。また本講義は，富山県教育委員会（以下，
県教委）と本学との連携協定事業である「学びのア
シスト」，および学生支援員制度に対応した「スタ
ディメイト・ジュニア」としての側面をもつ。すな
わち，教育実践のフィールドとしての学校および自
治体や教育委員会，そして教員養成機関としての大
学との協働によって，教職に関心をもつ学生に学修
の場を提供するものとなっている。

本稿における著者の役割はⅠ・Ⅱ（1）（2）を多賀
が，Ⅱ（2）（3）・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴを武田がそれぞれ執筆し，
他の著者は全体の構成と内容についての議論に関与
した。

Ⅱ　学校インターシップの概要と現状

（1）創設の経緯
先述したとおり，本講義は 2006（平成 18）年に

1 年次生を対象とした「学級担任論」を前身に始まっ
たものである。また同年，富山大学教育学部は教
員免許の取得を卒業要件としない人間発達科学部
に改組された。この新学部には教職を必ずしも志
望しない学生を受け入れることになった一方で，
旧教育学部の流れを汲む教員養成の機能は残され
ることになる。

こういった状況下で，当時は教職を志望する学生
を大きく減らさないための対応が必要であった。学
級担任論の授業目標は，「教員志望学生が実際の学
級担任教師の日常的職務活動の具体的場面に直接参
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加し，学級担任としての学級経営のリアリティを獲
得することを通して，自身の教師としての資質・能
力等の向上を図る」ことにあったが， 創設当初は学
校教育現場との関わりの少なさによる学生の教職に
対する意欲の低下が危惧されていた。城戸・高橋

（2016）によれば，「教員養成大学・学部において，
とりわけ教員希望だった学生が非希望に変化するこ
とは，学生本人にとっての意欲の低下を招き，それ
が退学希望や成績低下にもつながってしまう危険性
をもっている」（p.649）という。実際，学生がカリキュ
ラムに位置づけられた教育実習として学校教育現場
へ赴くのは，2 年次以降であった。

2015（平成 27）年には，教職課程の学生に学校
現場の活動を体験させることを目的とした学校への
インターンシップ導入が中央教育審議会答申におい
て提言され，その後 2017（平成 29）年には教育職
員免許法の改正とともに「教職コアカリキュラム」
が位置づけられている。このような動きを先取り，
実施してきた点に本講義の先進性が指摘できよう。
また，2016（平成 28）年には，学校インターンシッ
プ制度を持つ先進校として，本学の取り組みが愛知
教育大学教職キャリアセンター・体験学習支援部門
によって紹介されている（愛知教育大学教職キャリ
アセンター・体験学習支援部門 2016）。

このように創設当初の本講義は，1 年次学生の教
職に対するモチベーションを維持し，さらには旧教
育学部における教員養成のマインドを，改組後の人
間発達科学部へ引き継ぐ役割をもつものであったと
みることができる。

（2）本学での具体的な取り組み
加えて，本講義には 2005（平成 17）年に県教委

との連携協定事業として始まった「学びのアシスト
推進事業」（以下，学びのアシスト）の実施に伴っ
て開講されたという側面をもつ。この「学びのアシ
スト」は，教員志望の学生を富山県内の小・中学校
に配置し，クラス担任の補助的な活動を通して学校
教育の充実を図るとともに，学生の資質・能力の向
上を図ることによって教員養成機能の充実を目指す
ものである（本多ほか 2008, p.79）。つまり，こう
した県教委および学校教育現場のニーズと，本講義
が授業目標として掲げる「学級担任としての学級経
営のリアリティを獲得すること」との結節点に「学
びのアシスト」は位置している。

さらに本講義の特色として，先述した「学びのア
シスト」「スタディメイト・ジュニア」の 2 コース
の内から受講生が自分の興味関心にあわせてコース
選択を行うことができる点が挙げられる。学級担任
の役割をリアリティを持って経験する「学びのアシ
スト」に対して，「スタディメイト・ジュニア」は
特別支援のあり方を学ぶことを主とした，子どもの
視点に立った支援について理解することを重視した
コースである。子どもの個性や特徴を理解すると共
に，「発達障害」など特別な支援を必要とする学習
者をサポートするために，教員免許を取得しようと
する学生が一緒に教室に入って活動する “ 学生支援
員 ” 制度が全国的にひろがりをみせている。富山県
では，市民がボランティアで学校に入って支援する

「スタディ・メイト」という制度がすでにスタート
しており，その学生版として創設された「スタディ・
メイトジュニア」を，本講義の一環として位置づけ
ている。なお，「スタディメイト・ジュニア」での
活動要件を満たすと，富山大学も加盟している「ア
クセシビリティリーダー育成協議会」が認める「ア
クセシビリティリーダー１級」の資格取得のために
必要となる教育課程の STEP ３を修得したことに
なる。本講義は，県教委と本学との連携事業である
が，「スタディメイト・ジュニア」はこれに加えて，
国レベルでの施策に対応した事業でもあるという特
徴が挙げられる。

（3）本講義における理論と実践の往還
しかしながら，学生を入学後の早い段階で学校教

育現場へ赴かせることには懸念もある。そこで本講
義では，配置校での実習を開始するにあたって，大
学での知識面のサポートと配置校で活動中の学生へ
のサポートを充実させている。

本講義は 1 年間を通して行われる講義であり，前
期は大学教員がそれぞれの専門分野に関してオムニ
バス形式の講義を行い，9 月以降各配置校にて実習
を開始する。2020（令和 2）年度も以下のように前
期の講義を行った。

第 1 回　オリエンテーション
第 2 回　学級担任の役割と活動
第 3 回　学級経営と子ども理解
第 4 回　学級経営の意義と方法
第 5 回　学級経営と保護者との関係づく
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第 6 回　子どもの見方・とらえ方
第 7 回　特別支援教育の理念と実際
第 8 回　発達障害のある子どもの理解と支援
第 9 回　学校の危機管理
第 10 回　富山県教育委員会の担当者講話
第 11 回　学校訪問に当たっての心構え
第 12 回　実習録の書き方と報告について
第 13 回　学校インターンシップ実習に向けて

このように，講義内容は学級経営や子ども理解，ま
た特別支援など多岐にわたる。これらの内容を，本講
義受講生は実習を開始するまでに学ぶこととなる。

実習開始後も，毎回の活動後に大学の担当教員へ
メールにて活動報告を行わせ，問題点や活動での不
安を把握するよう努めた。実際に学生からの相談を
受け，教育委員会や配置校の担当者との打ち合わせ
によって，問題点を実習中に改善するケースも見ら
れた。また，2020（令和 2）年度は Covid-19 の感
染拡大にともなって前期はほぼ全面的に遠隔講義
となり，本学の LMS である Moodle を用いながら，
各担当教員が講義や指導を行った。

これらのことは，大学での理論を基にした学びと，
配置校での実践経験に基づいた学びとを結びつけ，
次年度以降の大学での講義や小中学校での教育実習
にもつながる学びを生み出すための契機になったと
考えられる。

Ⅲ　学生へのアンケート調査の実施

以下では，2020 年度「学校インターンシップ」
にて実施した，学生へのアンケート調査の集計結果
を報告する。

（1）調査対象と調査方法
調査対象は，2020（令和 2）年度学校インターンシッ

プを受講した，人間発達科学部の学生 78 名である。
このうち，「学びのアシスト」選択学生は 40 名，「ス
タディメイト・ジュニア」選択学生は 38 名である。

調査は同年の 10 月 29 日と翌年の 2 月 22 日の 2
度行われ，［受講・活動の動機について］［活動の状
況について］［サポートシステムについて］［教員志
望について］の 4 観点から質問紙調査を行った。な
お，［受講・活動の動機について］以外の項目につ
いては共通のものとなっている。

（2）受講・活動の動機について                                                
本講義を受講した動機を明らかにすることを目的

に，以下の 6 項目について多項選択法を用いて調査
した。

ⅰ　将来，教師になりたいと思っているので

ⅱ　子どもが好きなので

ⅲ　学校や教師の仕事を体験したいと思ったので

ⅳ 新入生オリエンテーションでの話を聞いて興味
をもったので

ⅴ　友人に一緒にやろうと勧められたので，

ⅵ　小学校での児童との活動が楽しそうだったので
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（3）活動の状況について                                              
配置校での実習回数および活動時間を以下に

示す。

ⅰ　配置校での実習回数

ⅱ　配置校での活動時間

また，配置校での活動内容について明らかにする
ため，以下の 8 項目について，多項選択法を用いて
調査した。

ⅰ　授業での学習指導の補助

ⅱ　指導教諭の仕事補助名（採点，教材作成等の手
伝い）

ⅲ　放課後の学習指導名（児童への個別指導）

ⅳ　児童の相談・遊び相手                                            

ⅴ　学校内や教室の環境整備（清掃活動等）

ⅵ　学級活動や学校行事等のクラス指導の手伝い

ⅶ　校舎内活動の行事・大会等（全体練習，準備を
含む）

ⅷ　校舎外活動の行事・大会等（全体練習，準備を
含む） 

これらの活動内容に対する学生の満足度を以下の
ように尋ねた。受講生は活動内容におおむね「おお
いに満足」「まあまあ満足」していることが読み取
れる。

6．「あなたは，配置校での活動内容に満足していま
すか。」

また，活動における児童や配置校の教員との関わ
りについても調査した。



― 115 ―

富山大学における学校インターンシップ事業の成果と課題

ⅰ　子供たちとの人間関係

ⅱ　アシスト校の担任の先生との人間関係

ⅲ　アシスト校の指導の先生や校長先生との人間関係

（4）サポートシステムについて                                       
本講義では，「学びのアシスト」は特任教授，「ス

タディメイト・ジュニア」では 4 名の教員によって
学生を個別にサポートするシステムを導入してい
る。以下，使用状況と有用感について質問した結果
である。

ⅰ　メールによるサポートシステムの活用状況

ⅱ　メールによるサポートシステムの有用感

（5）教員志望について                                                                    
教員を志望する度合いについて，以下のように回

答を得た。

現在のあなたの教員志望に対する気持ちを，下の語
群から記号で選んでください。（１ ぜひなりたい２ 
できればなりたい 3  迷っている４ あまりなりたく

ない 5  まったくなりたくない（ならない））

ここまで，［受講・活動の動機について］［活動の
状況について］［サポートシステムについて］［教員
志望について］の 4 観点から学生の本講義に対する
意識の変容を調査した。

入学前から本講義を知っている受講生も多く，［受
講・活動の動機について］では主体性を持った講義
選択が行われていることがわかる。また［活動の状
況について］では，配置校にて様々な活動を経験し
ていることがうかがわれ，そのことに対して多くの
学生が満足していることが読み取れる。
［教員志望について］は，上昇傾向がみられるわ

けではないが，実際の現場を体験することにより自
らの将来を具体的に思い描いた結果としても評価す
ることが出来る。

Ⅳ　受講生の学びの姿

本講義では，学生が 1 年間の学びを A4 用紙一枚
にまとめ，それを製本した『学校インターンシップ
報告書』を毎年作成している。以下，「学びのアシ
スト」「スタディメイト・ジュニア」それぞれにつ
いて，2020（令和 2）年度の受講生による記述の一
部を抜粋し，具体的な本講義での学びの姿を紹介す
ることとする。

（1）「学びのアシスト」選択者の学び
①受講生 A

私の 13 年間の “ 子ども ” の目線から見た “ 先生 ”
の役割とは，私たちに生きるための知識を与えるこ
とであると考えていましたが，その知識を与えるた
めに，様々な準備をし，子どもの一挙手一投足に目
を配ったり，子どもへの様々な意識付けを行ってい
ることを学びました。 
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②受講生 B
子どもたちの深い学びを追求し，念入りな準備を

して授業に臨む必要性，そして毎回の授業では何が
起こるか分からないということを学びました。授業
中に泣き出してしまう子，怒ってしまう子に対して，
どんな処置をすれば良かったのか，今でも正解は分
かりませんが，今回の学校インターンシップでの経
験，これからの体験を通して考えていこうと思いま
す。児童の成長を間近で感じ，共に成長できる教師
の仕事に，とても魅力を感じました。

③受講生 C
これまで，児童としてしか見たことのなかった学

校を，先生の視点から見ることができたこの機会は
私にとってとても良い経験になりました。児童の学
習をうまくうながす方法など勉強になりました。し
かし先生たちのマネをして児童に指導してみても
中々うまく伝わらなかったり，すぐ戻ってしまった
りなど課題も残りました。児童たちとの普段の信頼
関係，友達やお姉さんとしてではなく先生として関
わることなどが大切なのではないかと感じました。

（2）「スタディメイト・ジュニア」選択者の学び
①受講生 D

低学年の児童との関わりの中では，前で人が話を
しているにも関わらず，私に話しかけてくる児童が
多くいました。「今は静かに話を聞こうね」と注意
しましたが，中々話をやめてくれなかったり，自分
の話に反応してもらえないことに腹を立てて大きな
声で叫んだりした児童もいました。このとき，最も
有効な対処法だったのは話をしたい児童から一定の
距離を取ることでした。側にいることは，その児童
に安心感を与える場合もありますが，できることや
分かることでも話をして安心感をより得ようとした
り，自身のことや好きなことのみに集中したりする
ことにつながってしまう場合があるのだと学びまし
た。自分で考えること，クラス全体と協調すること
を学ぶという意味でも，状況に合わせて，児童との
距離を考えることが必要だと思いました。このこと
は，「子どもが本当にできないことへの支援」をす
るために必要不可欠な能力だと考えました。

②受講生 E
 A さんの交流級での体育の授業に参加させてい

ただいたときに交流級の担任の先生から教えていた
だいたことがとても印象に残っています。それは
A さんが何かを頑張っているときには視界に入ら
ないように後ろから見守ってほしいということでし
た。それまで私は A さんが他のみんなから遅れを
とらないように補助してあげることが私の役目だと
思っていましたが，それが逆に A さんが甘えてし
まう原因になっていたと気づかされました。何も助
けてあげないことがときに優しさにつながると実感
できた場面でした。

③受講生 F
授業の様子を見たり，子どもたちと関わったりす

る中で，先生方は本当に児童一人一人のことをしっ
かり見ているのだと感じました。算数の授業の中で，
同じ内容のことを勉強していても，理解するスピー
ドや，苦手感も違うので，個人個人に合ったやり方
を工夫していくことの大切さを学ぶことが出来まし
た。また，声をかけるタイミングや，ヒントの出し
方などすごく色々なことを考えてやられているのだ
と知ることが出来ました。ルールを守ることや，感
謝の気持ちを伝えることなど，先生がこだわって
やってみえることは，子どもたちに伝わっているの
だということも感じました。

（3）考察
これらの記述からは，学習者という立ち位置から

教師という立ち位置へと移行する中で経験した，発
見や戸惑い・喜びが読み取れる。
「学びのアシスト」選択者の記述では，担任の仕

事を学ぶ中で学習者との関わり方や学習指導のあり
方を試行錯誤の中で学ぶ姿が記されている。

また「スタディメイト・ジュニア」選択者の記述
では，特別に支援の必要な学習者に対する関わり方
を，担当の教員や自らの失敗の中から学ぶ姿が記さ
れている。

これらの受講生の記述から，試行錯誤しながらの
経験を客観的に捉え，自らの学びにするとともに，
教員を志望する思いをより一層強めていることが読
み取れる。

Ⅴ　本講義の成果と課題

先にも述べたように，本講義は 2006（平成 18）
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年より継続して実施されてきたものである。
これまでに本講義を受講した学生の多くが教員と

して採用されており，2021（令和 3）年度富山県小
学校に就職した内，約 8 割は学びのアシスト経験者
であった。また，本学スタディメイト・ジュニアコー
スの活動を終えた学生に対して行われた水内・角地

（2014）の調査によると，初年次から教室での実習
を行うことが 2 年次以降の実習に対する不安の軽減
や，大学・実習両面での学びの深化につながること
が報告されている。

本講義における学生へのサポート体制や，教育委
員会・実習校との連携が，学生へ学びの場を提供す
ると共に，地域に根ざした教員を育成することにも
寄与していると言える。

今後は，実習校の担当教員への聞き取り調査や本
事業経験者の追跡調査などを通して，学校インターン
シップをよりよい学びの場にすることが必要である。

付記
『学校インターンシップ報告書』の内容を抜粋し

て転載するにあたっては，受講生本人の承諾を得て
いる。

補助資料（アンケート調査項目）
［受講の動機について］
１．あなたが「学校インターンシップ」を受講し，「学びのア
シスト」「スタディメイト・ジュニア」として小学校で活動し
ようと思った理由につい　て質問します。

ⅰ　将来，教師になりたいと思っているので
（１ とても　２ 思っている　３ 少し  ４ 思っていない）
ⅱ　子どもが好きなので

（１ とても　２ 好き　３ 少し  ４ 好きでない）
ⅲ　学校や教師の仕事を体験したいと思ったので

（１ とても　２ 思った　３ 少し  ４ 思っていない）
ⅳ　新入生オリエンテーションでの話を聞いて興味をもった

ので
（１ とても　２ もった　３ 少し  ４ もたなかった）
ⅴ　友人に一緒にやろうと勧められたので，

（１ とても　２ 勧められた　３ 少し  ４ まったくない）
ⅵ　小学校での児童との活動が楽しそうだったので

（１ とても　２ 楽しそうだった ３ 少し ４ 楽しそうでない）

［教員の志望について］
２．「学校インターンシップ」および「学びのアシスト」「スタディ
メイト　・ジュニア」は，将来，教員を目指す学生のために設
けられたプログラム　です。大学入学時（４月当時）のあなた
の教員志望に対する気持ちを，下の語群から記号で選んでくだ
さい。  
　１ ぜひなりたい　　　　　　　２ できればなりたい
　３ 迷っている　　　　　　　　４ あまりなりたくない
　５ まったくなりたくない（ならない）

３．現在のあなたの教員志望に対する気持ちを，下の語群　か
ら記号で選んでください。
　１ ぜひなりたい　 　　　　　２ できればなりたい
　３ 迷っている　 　　　　　　４ あまりなりたくない
　５ まったくなりたくない（ならない）

［活動状況について］
４．あなたは，現在，配置校に何回，出かけましたか。

５．あなたは，現在，配置校での活動時間は延べ何時間になり
ましたか（正確な時間が分からない場合は，おおよその時間で
結構です）。記入例：６時間，６．５時間など０．５時間ごとに
区切って記入してください。

６．あなたは，配置校でこれまでどんな活動に取り組みました
か，その様子を下の語群より記号で選びなさい。

ⅰ　授業での学習指導の補助
（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅱ　指導教諭の仕事補助（採点，教材作成等の手伝い）

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅲ　放課後の学習指導（児童への個別指導）

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅳ　児童の相談・遊び相手

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅴ　学校内や教室の環境整備（清掃活動等）

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅵ　学級活動や学校行事等のクラス指導の手伝い

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅶ　校舎内活動の行事・大会等（全体練習，準備を含む）

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）
ⅷ　校舎外活動の行事・大会等（全体練習，準備を含む）

（１ とても多い　２ かなりあった　３ 少なかった　４ なし）

７．あなたは，配置校での活動内容に満足していますか。
１ 大いに満足している　　　　　２ まあまあ満足している
３ やや不満である　　　　　　　４ まったく不満である

８．あなたと周囲の人との，これまでの関係について質問します。
ⅰ　子供たちとの人間関係

（１ とてもよい　２ よい　３ 少し困っている　４ 困っている）
ⅱ　配置校の担任の先生との人間関係

（１ とてもよい　２ よい　３ 少し困っている　４ 困っている）
ⅲ　配置校の指導の先生や校長先生との人間関係

（１ とてもよい　２ よい　３ 少し困っている　４ 困っている）

［メールによるサポートについて］
９．　あなたは，これまでメールによるサポートシステムを活
用しましたか

１ 大いに活用した　　　　　　２ まあまあ活用した
３ あまり活用していない　　　４ まったく活用していない

１０．メールによるサポートシステムは，配置校での活動で生
じた様々な出来事に対する相談や解決のために役立つと思いま
すか。

１ 大いに役立つ　　　　　　　　２ まあまあ役立つ
３ あまり役立たない　　　　　　４ まったく役立たない
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